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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
血流速推定を行うための提案手法について説明します．
SDFイメージングで得られた微小循環動画像に体動補正をするためにテンプレートマッチングを行います．
補正した動画像に対してL+S行列分解をし，2つの成分に分割します．
L+S行列分解のLは低ランク成分で，Sはスパース成分です．
動画像の動きの周期性に基づく分解手法です．
スパース成分には，急激な変化の成分が含まれるため赤血球による動きが抽出されます．
提案手法では，赤血球の追跡を行いたいため，赤血球成分のみを使用します．
赤血球成分を使用して，マスクを作成し，血管領域を抽出します．
さらに，マスク処理を行った赤血球成分にオプティカルフローを適用し血流速度分布を推定します．
次に，マスク処理とオプティカルフローについて説明します．
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